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申請の概要 

近年、ポリ-L-乳酸（以下、PLLA）よりも曲げ強度、曲げ弾性率、剪断強度、衝撃強度の高い PLLA と非焼成ハイドロ

キシアパタイト微粒子の複合体吸収性プレート（以下、HA/PLLA 複合体プレート）が開発され、臨床に応用されている。

顎矯正手術においても HA/PLLA 複合体プレートの使用に関する報告がみられる。しかしながら、チタンに比較して物性

強度の低い HA/PLLA 複合体プレートは破折のリスクがある。下顎枝矢状分割手術時に適切な固定方法を選択すること

で、術後顎間固定期間の短縮や術後の安定性の向上による後戻りを抑制し、またプレートへの応力を最小限にする固定法

を選択することによりプレートの破折を回避し得ることが可能になると期待される。そこで、成人正常男子頭蓋顔面骨の

CT 画像データ 1 例をもとに、下顎枝矢状分割術のモデルを作成する。骨接合材として HA/PLLA 複合体プレートの 3D

モデルを作成し、さまざまな固定方法のモデルを作成する。それぞれのモデルに対して適正な応力を付与し、三次元有限

要素法を用いて解析・比較検討し、至適な骨接合法を模索する。 




